
経皮全身免疫ノ成立機時ニ開スル研究

第5報大腸菌 Lワクチン1軟膏貼附局所皮膚ヲ

切除スル程度ト流血中ニ産生セラルル

凝集素量トノ相互関係

京都帝附大準監事製部外科与さ秋祭（鳥潟教授指導）

事聖母基土 橋 本 長 利

（常昨年北野病院外科轡員）

緒 言

本研究ノ第3報及ピ第4報＝於テ，健常家兎ノl芝府ニ大腸菌しコクチグン「軟官ヲ24時間貼

附セルニ． ソノ後第12日目エ於テ流血中＝足大i凝集素量ガ産生セラレ居Jレガ，モシモ此ノ際同

局所lli.11可ヲ種々ノ大キサェ切除スルカ或ハ Lトロパコカイ ン刊次；ffヲ貼附ス1レ時ハ此等操作1長

度ノ大ナル程流血r1:1ノ凝集素産生ガ益々減弱スルモノナルコトヵ・立誰セラレダリ。

本報告ニ於テハ大腸菌しコクチゲン1軟H＝－代フルエ同しワクチン寸軟'lfヲ以テシ，更ニ此ノ

間ノ聞係ヲ吟味セント欲ス。

賓験材料

1）費験動物鴨重21i:f;内外ノ白色位常‘家兎，個々別々ニ飼養セリ。

2） 克安元 大腸菌Lワクチン寸軟仔

大腸菌 37°C24時間寒々培養ヨリ．滅菌0.85%食臨水ヲ以テ菌浮惟液ヲ作リ （ソ ノ菌量ハ1詫

中＝烏渇教授沈澱計ニテ3度目ナリ内而シテ此ノ一部ヨリ第3報記述ノ大腸菌」コクチゲン「ヲ

作リタルモノナリ。）， 60°C 30分間加湖ニヨリ殺菌セリ，之レ大腸菌Lワクチン1ナリ。此ノ出

張材料ヲ以テ次ノ底方ニ従ヒ軟背ヲ作レリ。

大腸菌Lワクチン1…－－ ・・・…・・・・・…・ー…………・・・・ー………50姥

Lワゼリ ン1 ・・・・・・・ー・・・・ ー・・・ー・・・・・・・・ ・ーー・・・・ ・・・．．．， ．・ー・ー・・・・ 51[. 

~！時Jk.L ラノリン1…… ・ ・…・ ・・ー・・…ー…ー…・ ・ . • e・・ 0・...251i: 

3）凝集反慮憤査用大腸菌液

第3~装及ピ第·H殺＝記述セルモノト同一ノモノヲ使Til セリ。

賓験方法

関車2.liI;内外ノ白色健常家兎3!7Jlヲ以テ1群トナシタ 1t. ,¥, B, C, D 及ビ E ノ5群ヲfl］意シ，

各試駄ノ背部ヲ可及的短ク掠毛シタyレ後，一定1E方形（－1.5cmx4.5cm）ノ部商円前記 Lワク

チン寸 •I射干ノ 2.Q]{(L ワクチン1含量1.25堵）ヲ指頭ヲ以テ6分間塗擦シ タル後．残除ヲモ貼附シ，

ソノ上ヲ Lリンい及ピ枠制’ffエテ被ヒ，更ェ特殊Lセルロイド1紋ニテ頭部ト局部トノ連絡ヲ
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r~I断シテ，試駄ノ 1’ i ラ軟ずi；貼附部 司 l噴Jレコトヲ防禦セリ＂ wrクシテ24時間放置シタル後，該軟
’i fヲmtn行綿；及ビ＇｛j油しベンチン守口、テ清拭シ，同軟背貼附局所皮！所全面積ヲ

A i洋ェ於テハ何等切除ヲ加iヘズ

B群＝於テハ局所全耐積ノ］/.'iヲ

じ群＝於テハ局所全両積ノ1/3ヲ

D鮮ニ於テハ局所全商杭； ノ1/:Zヲ

王群ニ於テハ局所会商品ーヲ

何レモ:rrr~菌的 ＝＝－ Li} ,,.f?K[:合セリ 。而シテソノ後第6日，第バFl，第10日及ピ第1-l日目＝各血清7分、

離シソノ凝民間ヲ検佼セリ q

凝集反慮検査法

第3報＝記述セル方法ニ依レリ。

費験成績及ビ考察

件鮮側々ノ質騎成績ハ第1夫乃至第3表＝示サレ同一貫験ヲ 3問繰リ返シタFレ5群ニ於テ，

3珂’｜＼均他ヲ求メ PFレニ第4表及ピ第11品1ノ結果トナリタリ。

第 1表大跨菌Lワクチン1軟脊24時間貼附後其ノ局所皮膚ヲ種々ノ

大キサ＝切除セル際ノ血中産生i疑集債ノ推移

1) 軟脊貼附Ji.）研究吋ヲト代匂除セ＃応モノ。

三、 民ff貼隣同所長官告T\:.\l . ~.）4i1i糎）ノ占師千4.0昌平方糎ヲ切除セ札モノ。

3) ド1ど、， Jま印.s.(i.了、た手:ti型車守ぐ恐七 ・cモノ。

4、l寸，.~ ¥I/ ~卸チ； ll.1~.Y下方纏守切除セもモノ。

,'}) Nミ守、；下、ど前JjJ＋：＇.＜＇ －~ぷ子方程ヲ切除セ応モノ。 t以下準之）

95 
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第2表大腸菌しワクチン可軟膏24時間貼附後其／局所皮膚ヲ種々ノ

大キザ z切除セル際ノ血中産生凝集伺ノ推移

400 
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jg3表大腸菌Lワクチン1軟脊24時間貼附後其／局fifr皮膚ヲ稜々ノ

大キサニ切除セル際ノ血中産生凝集倒ノ推移
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第4表大腸菌Lワクチ ン「軟管貼附後同局所皮膚切除ノ程度ト流血中

産生凝集償トノ相互闘係 ca頭卒均）第1闘参照
切除後IJ数｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜血中ニ新生シタ

｜軟膏 16 日 ！日 日I10 日I14 日！，レ凝集索ノ最大
除制問 ＼ ！貼附前 1 I I I 1量ノ比較 （%） 
A 011 10.0 46.6 66.5 73.3 53.3 100 

n 、 10.0 36.3 66.6 66.6 40.0 90 • 
c 10.0 26.6 ：~3.3 40.0 33.3 47 

D ~ 10.0 20.0 33.3 33.3 20.0 u叶－I 

E 121 I io.o 20.0 20.0 20.0 20.0 16 

1) 何等切除ヲ行ハ

ザリシモノ。

:!) 局所皮！背全部切

除セシモノ。
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第 1岡 大腸菌しワクチン吋!I吹脊貼附後同局所皮府切除／程度トbit血’11

新生凝1;f諜fi"iトノ相互関係（3頭平均）第4表参照
， 

/00 

80 

流“
血

中
凝
集
畑
山

J 

日 ，／~：1穿－；：：：／•「－一一f～～子
↑；：k多J戸＇:J官！－－一・－1一－・ ~v 

→ 局所皮膚切除後経過日数

I一一一秋膏貼附局所皮膚ヲ全然切除セザ
Fレモノ。

.If－－，－一同会切除。

Hf・一ーーー同ま切除。

lV・－一一同を切除。

v 同全部切除。
1) 」？クチン「軟脊貼附前血清。

A) 最大凝集債＝就テ

大腸菌しワクチンー1軟背ヲ24時間貼附後，同局所皮府ヲ切除スyレ面積ヲ遁加シタルコトニ一

致連行シテ血中旋集素ノ1-7'生ハjg減シタリ。此際最大産：生顔集償ヲ求メタル ＝－ B及ビ D群

＝於テハ局所皮肉切除後第9日日及ビ第11El目ニ， A群及ピ C群＝於テハソノ；第11日目ニ於

テ最大凝集憤ヲ示シ， R群ニ於テハ第7日目，第9日目，第11n目及ビ第四日目トモニ何レモ

同一 ノ援集慣120;7示シ，買ノ意味＝於テ最大凝集値ヲ示サザリキ。

卸チ各群ノ血中＝新生シ得タル最大凝集慎ハードノ：立nシ。

A群 I/，”i所皮肉ヲ切除セザルモノ）………・・…・ー..73.3 ( 63.3) 

B群（同而杭ノ1/5ヲ切除セルモノ）…・・・・ 一・ーぃ66.6(56.6) 

c J洋（同而杭ノ1/3ヲ切除セルモノ）．・………・…40.0(30.0)
D群（同面積ノ1/2ヲ切除セルモノ）・・・・一一－ 一・…・.33.3(23.3)

R群（同面積ノ全部ヲ切除セルモノ）…一－－…・・.20.0(10.0)

）内ノ数字ハしワクチン 1,1次行外mi百i：＝.於ケル血中凝集素ノ憤ヨリモ，軟官：外月jjを増強シタ

ル量ヲ示ス。
、

以上ノ所見＝依レパ Lワクチン「軟背ヲ24時間貼附後，同局所皮！持ヲ共催トナシ置キタル場

合ヵー最大ノ読集憤（73.3）ヲ示内 積イテ同局所皮膚同ノ切除範園ガ鏑大スルニツレテ漸次流血

中撰集憤モ低下シ行キ，局所皮膚全部ヲ切除セルモノ＝於テハ僅々20.0ヲ示シタリ n

以上ノ所見ヲ大！協商しコクチゲン＇ ＇I次官ヲ使HIセル場合（第3報参照） I・比較セル＝繭他同一僚

n・ノ ｜ご ＝於テ1， ~J＼＿内－－ ~I=.（的加｝凝集憤ハ下ノ主llシn 但シ（ ）内ノ数＇.＇［：ハ%数ヲ示ス。

ι コタチゲン寸秋~＇f宛疫

A i作... ・ ・・・・ー・・・ ・・・・・・・ーー .. 90.0(100) 

B j洋・・ ー・・・・… ....…・ー・・83.3(93) 

c 群……－ ・………………・・・76β （陥｝

Lワクチン「軟膏禿疫

63.3(70) 

56.6 (63) 

30.0(33) 
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D 1洋……・・・・ー…………・ー…70.0(78) 

E !it ....…一－－－－－－－……・ー・..23.3 (26) 

以上ノ事質ノ ~M北ニヨリテ下ノ：事項ヲ認メ得ベシ。

23.3(26) 

10.0 (11) 

第1 繭他同－－~条件ノド＝於テハLコクチダン「軟背ハL ワクチン1軟背ヨリモ

63.3 : 90.0=100・142
自flチ42%＇ダケ多量 ノ凝集素ヲ血中ニ新生セ シメタリ。

或ハしワクチン1軟骨ハLコクチグン「軟；i'i；ェ比シ，

90.0・63.3=100; 70 
印チ30%グケ減弱セル凝集素ノ新生ヲ来シタリ。

1)07 

換言スレパ Lワクチン寸ノ使肘＝ヨリテハ Lコクチゲン1ェテ新生セラルペキ讃集素量ノ30",;

ハ阻害セラレタリ。

以上，、何レモ， Lワクチン1 ガLコクチゲン， ：＝.比シ発疫ノ殻生減少スルコトノ立詮ニシテ是

卸チLワクチン・中 YLイムベヂン1 ノ阻止作J1Jナリ。本研究＝アリテハ此 ノ阻止作用ハ30% ト

シテ示サレタリ。

第2 Jlt際免疫元軟膏ヲ以テ前i底世セラレタ Ji.-局所皮膚ヲ種々ノ大キサ＝切除シテ目、テ10日

目ニ血中＝新生シ来リタル擁集家ノ｛買ヲ比較セルニ，同様ニLコクチゲン1ノ免疫的奴県ガ Lワ

クチン＇＝＝－ 上［；シ

1/5ヲ切除セルモ J...………………………・…… 一・..56.6 ; 83.3 

1/3ヲ切除セルモノ ．．．．．一……L・……・・ー・ー " •••• 30.0 : 76.6 

1/2ヲ切除セルモノ・ー・ー……・…・…，．．－…ー 一一…...23.0. 70.0 

全部ヲ切除セルモノ． ー ・・－ …・・・・・ …ー…一・ ... 10.0: 23.0 

ノ比ニ於テ大ナリキ。

第3 郎チしコクチゲン＇•I次·n； ェテハ， I. ワクチン寸軟膏ヨリモ局所！芝府 rf:r ：＝.嬬取セラルル尭疫

元ノ量ガ大ナルモノニシテ，従ツテ局所皮牌ヨリ助1『1~ へ供給スル擬集素ノ｛賀モ亦タ顕著＝大ナ

ルモノナリ。

第4 Lコクチグン1軟背＝テハ流血中＝新生．セラレタ 〆t擬集索ノ74%, Lワクチン1軟背＝テ

ハ85%マデガ肋f斤皮府ヨリ似t給セラルルモノタルゴトガSt:誇セラレタリ。（備考．コハ血中供

給援集来ノ比較エシテ，結~＼［憤ハ 70 : 100ノ比二於テ Lコクチゲン寸ノ方ガ大ナルコト前l女；＝

明内ナリ。）

第5 免疫元軟・rs；品所皮11削’1i貼阿＝依ル兎疫元ノ！吸牧ハLコクチゲン＇＝＝－ テハLワクヂン市ニ於
ケルヨリモヨリ以上＝．切除ヲ受ケタル局所皮11可ノミナラズ，切除セラレザリシ組織~11 ニモ亦

タ吸牧セラルルモノト考察セラルn

換言スレパLコクチゲン可ノ組織内吸牧ハ Lワクチン1 エ於ケルヨリモ（切除局所皮膚エ向ツ
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テ）量的ニ大ナルノミニ止ラズ， ＇｛'trl'・J（切除皮膚目、外ノ組織内ヘモ吸収セラルルコト）＝モ亦タ

顕著ナルモノナリ。

軟膏24時間貼附後同局所皮膚ヲ種々J大キサ＝切除シテヨリ第14日目迄＝扱ケ＇＂ 4同検

査J涜血中凝集J平均値

B) 

前工兵＝於テハ同所J!Z/1守切除後mio日目＝於ケル最k.凝集憤ヲ以テ考察ノ針象トナシタリ。
本割ニ於テハ更ニ観察ノ.iE鵠ヲ期スル鵠ェ．局所皮膚切除後流血中 z琵生セル凝集f質ノ推移

ソノ全経過中＝於テ 4同ヱ亙リテ検査セラレタル悶々凝集憤ノ平均値ヲヲ第u日目迄追及シ，

考察ノ針~＜ トナシタリ。乃チ第 5表ノ所見ヲ得タリ。

此ご (i~ レパ平均揮集憤ハ下 ノ ；~fl シ。

A 群 ・・・・……・ー・・………・・59.9

B群，........................51.6 

C群…・…ー…一 ・・… .. 33.3 

D 群．．．．．． ．． ． ・・・・・ー・・ー・・・・・.26.6

E群 ・・・・ー・・…・・・ .......... 20.0 

A）項＝於テ最大接集自flチ数値ノ絶'g;.j-値ハ異レド，

偵 ノミヲ槻察ノ岱i匁トナシタル揚合ト全然同一ノ結果

第 5 表

大腸菌 Lワクチン1軟膏貼附後同局[!Jj皮

膚切除程度ト切除後第14日目迄＝於ケノレ

流血『jJ凝集f質トノ相互関係 (3頭平均）

卒均1幾年f日切除皮膚面積

59.9 

51.6 

::3.:l 

26.6 

20.0 

内
V

－
E

－B
3
1
2
1
4

ヲ示シタリ。

叉以上ノ所見ヲ Lコクチダン1 秋管 ヲ貼附シタ ji.,際ノソレト比較ス Ji.-時ハ下記ノ結果トナル

Lワクチン守軟脊

59.9 

Lコタチゲン1軟脊

（第3！阪参！！（＼）。

ー・83.3A~洋．．

51.6 ... 76.6 B Jr(: .... 

33.3 .... 68.8 C 群ー・

26.6 D 群－ －一……・ー…ー・ー…－－－－…－－. 64.9 

20.0 E 群 目・・・・・ ーー・・ － ーー・・・・・ ーー •• 28.3 

数値ノ絶41~1イii'i:ハ異レドモ，所l同様 A）：明ニ於テI泣／.：.凝集｛~｛ノミ ヲ考従シタ Ji.-場合ト会ク同一

ノ結県ナリ。従テ人）項ニ於テ嬬サレタル作種ノ必？，H第1一第5）ハ荒シ.IF.鵠ヲ得タルモノナ

Ji.-百Jキヲ｛三ゼシム。

論結

ノ聞＝大腸菌Lワクチン「軟官2.0瓦（Lワクチン寸含量1.25M；七三ミ兎皮，，守l .J.5cm X4.5cm 1) 

持）ヲ J出11 ヲ以テ5分間塗擦シ残絵ヲモ貼附セノレニ，第8 日 f.I ヨリ流血r.~1 斗J'c大腸菌凝集素カ古

1/2及ピ全両積ダケ切

読セラレ第1:211~1 ニ於ケル凝集慣ガ最大73.3 （新生量63.31 ヲ示シタリ n

ソノ貼附局所的i積ノ 1/5,1/3, 此際｝~~支元軟汗貼附局所皮肉・ヲ．2) 
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除セルェ，切除後第11日目ノ最大撰集慣へ全然切除セサソレ揚合 ノソレト比較シテ， 73.3:

66.6: 40.0 : 33.3 : 20.0=100 : 91 : 55 : -!5 : '27トナリタリ。 IWチ切除面積ノ大ナル程流血中ノ

麗集慣ハ小トナリタリ。

3J 此際抗IJi~軟膏外Ml以前ノ血中凝集素 ノ値ヨリモ新生増強シ来リタル凝集憤ハ Lワクチ

ン1ト」コクチゲン.，（第3報）ト＝於テ下ノ差ヲ示シタリ。

Lコタチゲ ン可軟干F Lワクチ ン可軟膏

九群（切除セザルモノ） ............ 90.0¥100) 63.3(70) 

B群（L’5ヲ切除セルモノ） …・・83.3(93) 56.6 (63) 

C群 (1/3ヲ切除セルモノ） －一一76.6(85) 30.0(33) 

D群 (1'2ヲ切除セルモノ） ……70.0 (78) 23.0 (26) 

R群（全部ヲ切除セルモノ） ...... 23.0 (26) 10.0 (11) 

gpチ前庭置局所皮膚ヨリ血中へ供給セラルル巌集素ノ量的経封憤モ，更＝又前庭置局所皮鴎

（詳シクi＇＼＇ヘパ全切除皮膚｝以外ノ他ノ組織ヨリ血中へ供給シ得タリト考フベキ質的量的ノ差

ヲ表示スル指数モ，何シモ相一致シテ Lワクチン1 ヨリモ Lコクチゲン1ノ方ガ顕著＝大ナルヲ

認ム。

4) 前項ノ封比＝於テ（ ）内ノ；数字ハ新生援集憤ノ百分比ナリ。師チ LワクチンI I Lイ

ムペヂン寸作用ハ，提集素 F血中供給ヲ30.フイダケ減弱セシメタリ 。マタ局所皮膚以外ヨリ血中

＝供給セラレタル損集素ハLコクチヂン.，：：：.テハ26'?,;Lワクチン1ェテハ僅：：：.11%トナリタリ。

5) 経皮全身売疫ノ獲得ニ於テモ亦タしワクチン「ヲ慶シテしコクチグン1ヲ取ルベキモノナ

ルコトガ明白＝立詮セラレタリ。




